
 第Ⅱ部 第９章 近代ヨーロッパの成立  

４ 主権国家体制の形成（２）                      教教教教ｐｐｐｐ200200200200～～～～pppp202202202202 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○シャルル 7 世…百年戦争終結（1453） 

○フランソワ 1 世…カール 5 世と対立 

 

（1562～1598） 

…新旧両教徒による宗教戦争 

〔原因〕 

○フランス…旧教国（カトリック） 

⇔ユグノー（カルヴァン派）の増加 

〔経過〕 

○【2                 】 
（1572） 

…カトリック勢力によるユグノー虐殺 

〔終結〕 

○【3         】が即位（1589） 

※ブルボン朝創始 

→【4           】（1598） 

…ユグノーに信仰の自由を認める 

 

 

【6        】（1610～43） 

：宰相【7         】の政治 

 ○三十年戦争に介入 

→新教側に立ち，ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家に対抗 

 

【8        】（1643～1715） 

：幼少期，宰相【9      】の政治 

 ○【10        】の乱（1648） 

…特権を奪われた貴族の反乱 

⇒鎮圧。。 

 

→ルイ 14 世の黄金時代へ。。 

 

 

        朝 

（1618～1648） 

…宗教対立＋国際戦争 

〔原因〕 

○【12        】での新教徒弾圧に対して 

新教徒が反乱！ 

〔経過〕 

第１期（1618～23） 

：神聖ローマ帝国内の宗教戦争 

新教派諸侯 VS 旧教派諸侯 

第 2 期（1625～29） 

：【13        】が新教側で参戦！ 

→皇帝軍に敗れ撤退 

傭兵隊長【14            】 

第 3 期（1630～35） 

：【15         】が新教側で参戦！ 

※国王【16              】 

→ｳﾞｧﾚﾝｼｭﾀｲﾝにより戦死 

第 4 期（1635～48） 

：旧教国【17      】が新教側で参戦 

※宰相リシュリュー 

〔終結〕 

【18            】条約（19     ） 
○アウグスブルクの和議が再確認 

※ルター派に加え，ｶﾙｳﾞｧﾝ派の信仰も自由 

○スイス・オランダが正式に独立 

○スウェーデンが領土拡張 

○フランスがアルザス地方を獲得 

○ドイツ諸侯の領邦がほぼ完全な主権獲得 

 

〔影響〕 

：神聖ローマ帝国の分裂が決定的となる 

○ハプスブルク家の勢力が後退 

（オーストリア一国のみ支配） 

○【20         】が領土拡大 

（ホーエンツォレルン家） 

 

 

フランス 神聖ローマ帝国 ロシア 

ヴァロワ朝 ハプスブルク家  

○イヴァン 3 世 

…キプチャク＝ 

ハン国から独立 

（1480） 

→全ロシアを統一 

【21        】 

…“雷帝” 

（1533～84） 

○称号ツァーリ 

を正式に使用 

○コサックの首長 

【22        】 

…【23       】 

を占領 

→イヴァン 4 世に 

献上 

 

 

 

 

    （1613～1917） 

○建国者： 

ミハイル＝ロマノフ 

 

 

 

 

        朝 

 

モスクワ大公国 

1 

5 

11 

24 

○ルターの宗教改革（1517） 

→アウグスブルクの和議（1555） 


